
学校番号 ３１３ 

令和３度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 地理Ｂ 単位数 ４単位 年次 ３年次文系 

使用教科書 『新詳地理Ｂ』(帝国書院) 

副教材等 『地理資料 2020』（東京法令出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

○地球を舞台に生活している様々な人間の営みについて，地域の環境条件や他地域との結びつき

などから学習する。 

○その地域では，なぜそのような営みの特徴があるのかを論理的に解明し，因果関係を確認するこ

とが大切である。 

○その際には，地図，地形図はもちろん，様々な統計資料を基にして，実証的に考えることが欠か

せない。 

 

２ 学習の到達目標 

①現代世界の地理的事象を系統地理的に考察し，現代世界の地理的認識を深める。 

②現代世界の諸地域を，歴史的背景を踏まえて地誌的に考察し，現代世界の地理的認識を深める。 

③地理的な見方や考え方を培い，国際社会に主体的に生き，現代世界の諸課題の解決に努める意欲

と資質を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

○地理的諸事象，現代

世界の諸地域や諸課

題に興味・関心を抱

き，人々の生活・文化

との関わりに留意し

て，事象・課題相互を

積極的に関連づけ，認

識を深めようとする。 

○地理学習で得た知

識・技能・態度を活か

して，現代世界の諸課

題解決の方策を見出

そうとする。 

○地理的諸事象から

地理的概念や地理的

な見方・考え方を見い

だし，現代世界の諸課

題の現状について把

握することができる。 

○現代世界の諸地域

の特色と歴史的背景

との関わりを踏まえ，

現代世界の諸課題の

解決策を，持続可能性

という観点から考察

することができる。 

○地理学習に必要と

されるさまざまな資

料や統計の分析か

ら，地理情報を見い

だすことができる。 

○それらの情報を的

確に地図化する，も

しくは論理的に分

析・解釈し，その成果

をレポートなどに的

確にまとめることが

できる。 

○地理的諸事象や現

代世界の諸地域の特

色や諸地域で起こっ

ている諸課題につい

て，多面的・多角的

に理解を深めてい

る。 

○地理的思考や追究

に必要な基礎的知識

や基本的概念を身に

つけている。 

評
価
方
法 

授業への取り組み（発

問評価） 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

自
然
環
境 

世界の地形 

 

○  ○ ○ a: 生活環境の基盤となる地形

の重要性や，地球表面の起伏の

状態とその形成要因について

関心が高まっている。 

b: 世界の地形について，その

成因を分類して考察している。 

c: 任意の地域のさまざまな地

形図や写真などの資料を通し，

その地域の地形の特徴と成因

を読み取る方法を身に付けて

いる。 

d: 世界の大地形の分布の特徴

についてプレートテクトニク

スとの関わりから理解してい

る。小地形の特徴とその形成過

程とともに，人間生活との関係

を理解している。 

授業発問 

課題提出 

小テスト 

定期考査 

前
期 

自
然
環
境 

世界の気候 

 

 ○ ○ ○ a: 世界に分布するさまざまな

気候について，各気候の成因を

意欲的に考察しようとしてい

る。 

b: 地域によって生じる気候の

違いとその要因を気候因子か

ら説明している。 

c: 雨温図やハイサーグラフを

正確に読み取る。さらに，各気

候区の分類基準をもとに，気候

区を判別する方法を身に付け

ている。 

d: それぞれの気候の気候要素

の特徴を気候因子との関係か

ら理解し，気候帯の分布と植

生・土壌との対応関係を知識と

して身に付けている。 

授業発問 

課題提出 

小テスト 

定期考査 



前
期 

自
然
環
境 

環境問題 ○ ○   a: 地球環境をめぐる国際協力

の具体的な取り組みと持続可

能な社会のあり方について関

心が高まっている。 

b: 地球温暖化やオゾン層の破

壊といった環境問題発生のメ

カニズムと，その影響を考察し

ている。 

c: 地球規模で起こるさまざま

な環境問題の背景・要因につい

て，その地域的特徴を読み取る

方法を身に付けている。 

d: 地球規模で起こるさまざま

な環境問題の背景・要因とそれ

によってもたらされる影響に

ついて多面的に理解している。 

授業発問 

課題提出 

小テスト 

定期考査 

前
期 

資
源
・
産
業 

産業の発展と地域変容  ○  ○ a: 産業構成および産業立地の

変化に関心を持ち，さらに近年

の情報社会の到来や地域間の

結びつきの変化が与える影響

にも関心が高まっている。 

b: 日本と世界各国の産業構造

の変化について，その背景を考

察している。 

c: 日本や世界各国の産業構造

やその変化を，表やグラフなど

の図を用いて表現する方法を

身に付けている。 

d: 産業の分類について理解し

た上で，産業構成の歴史的変容

と，それに伴う産業立地の変化

について理解している。 

授業発問 

課題提出 

小テスト 

定期考査 



前
期 

資
源
・
産
業 

エネルギーと鉱産資源・産業

の立地と変容 

○ ○  ○ a: 暮らしを支えるエネルギー

の重要性とともに，エネルギー

生産と消費の偏在性に伴い生

じる課題や，原発がもたらす問

題点といった，エネルギー問題

全般に対する関心を深めてい

る。 

b: エネルギー消費の偏りにつ

いて，その背景を考察してい

る。鉄鉱石の輸出国と輸入国に

ついて，それぞれの国の特徴か

ら貿易の背景を考察している。 

c: さまざまな資源の生産や分

布，消費に関する統計を読み取

り，資源ごとにその特徴を捉え

ている。 

d: さまざまな資源の分布と消

費地を知り，それぞれの資源の

貿易やその背景を理解してい

る。 

授業発問 

課題提出 

小テスト 

定期考査 

前
期 

資
源
・
産
業 

農業の立地と農業地域の変

容 

 ○ ○ ○ a: 農業と自然との関係や，歴

史的な変革の過程に関心を持

ち，近年の農産物貿易拡大によ

って生じる諸問題についても

多面的・多角的な問題意識を持

っている。 

b: 農業立地の成立要因につい

て自然，社会，市場との距離，

経済水準，国家政策の側面から

考察している。 

c: 農・水産業の生産や貿易に

関する諸資料について，その特

徴や問題点を適切に読み取っ

ている。 

d: 世界の農・水産業の特色，

分布，貿易の背景について自

然，社会，市場との距離，経済

水準，国家政策の側面から理解

している。 

授業発問 

課題提出 

小テスト 

定期考査 



前
期 

資
源
・
産
業 

工業の立地と工業地域の変

容 

 ○ ○ ○ a: 工業立地に影響を及ぼすさ

まざまな自然条件や社会条件

について関心が高まっている。 

b: 業立地に影響を及ぼすさま

ざまな自然条件や社会条件を

考察している。さらに，現在ま

での工業立地の変化要因につ

いても考察している。 

c: 工業の生産や貿易に関する

諸資料について，先進国と発展

途上国，国際分業といった観点

から，その特徴や問題点を適切

に読み取っている。 

d: 工業立地の類型とそれぞれ

の立地の背景を理解している。

先進国と発展途上国それぞれ

における産業の集積の特徴を

理解し，国際分業の変化とそれ

に伴う国際競争の激化につい

ても理解している。 

授業発問 

課題提出 

小テスト 

定期考査 

前
期 

資
源
・
産
業 

流通・サービス業 ○   ○ a: 交通・通信手段および貿易

の変化や，先進国のサービス経

済化について関心が高まって

いる。 

b: 交通・通信手段や貿易につ

いて，その変化や国ごとの特徴

を明らかにし，その背景を考察

している。 

c: 交通・通信手段や貿易につ

いて，その変化や国ごとの特徴

を諸資料から読み取り，その背

景を明らかにしている。 

d: 自由貿易体制が構築された

背景やそれに伴い生じた国際

分業体制の特徴について，日本

の貿易の特徴と抱えている課

題を絡めて理解している。 

授業発問 

課題提出 

小テスト 

定期考査 



前
期 

資
源
・
産
業 

資源・エネルギー問題 ○  ○ ○ a: 化石燃料の大量消費に伴い

生じる枯渇化や地球温暖化な

どの環境問題についてさまざ

まな観点から関心を持ち，課題

解決への取り組みに積極的な

姿勢を見せている。 

b: 地球温暖化などの環境問題

をさまざまな観点から考察し，

その背景を表現している。 

c: エネルギー消費の現状およ

び変化を示した諸資料をもと

に，国もしくは地域ごとの特徴

や問題点を読み取っている。 

d: 化石燃料の大量消費に伴い

生じる枯渇化や地球温暖化な

どの環境問題について，その背

景を理解している。 

授業発問 

課題提出 

小テスト 

定期考査 

前
期 

資
源
・
産
業 

食料問題  ○  ○ a: 食料の供給・生産・流通に

おける地域差に関心を持ち，そ

の背景を追究している。 

b: 食料の供給・生産・流通に

おける地域差が生じる背景を

考察している。 

c: 食料生産および消費に関す

る諸資料から，地域ごとの特徴

と問題点を読み取っている。 

d: 食料の供給・生産・流通に

おける地域差とその問題点を

理解し，食料問題の解決に向け

た取り組みに関する知識を身

に付けている。 

授業発問 

課題提出 

小テスト 

定期考査 



後
期 

人
口
・
都
市
・
村
落 

人口 ○   ○ a: 世界の人口分布と人口推移

およびそれぞれの地域が抱え

る人口問題について関心が高

まっている。 

b:人口の諸資料から，国ごとの

特徴と問題点を考察し，これら

の国々を類型化して整理して

いる。 

c: 人口の諸資料から，国もし

くは地域ごとの特徴と問題点

を読み取っている。 

d: 世界の人口分布と人口推移

および人口動態の特徴を理解

している。 

授業発問 

課題提出 

小テスト 

定期考査 

後
期 

人
口
・
都
市
・
村
落 

都市・村落   ○ ○ a: 都市の内部構造や，村落の

立地と自然条件の関係につい

て関心が高まっている。 

b: 村落の形態および村落の立

地と自然条件の関係について

考察している。 

c:都市に関する諸統計から，そ

れぞれの都市の特徴を読み取

っている。村落の形態や立地条

件を地形図から読み取ってい

る。 

d: 都市の内部構造や村落の形

態および村落の立地と自然条

件の関係について理解してい

る。 

授業発問 

課題提出 

小テスト 

定期考査 



後
期 

人
口
・
都
市
・
村
落 

人口問題 ○ ○  ○ a: 発展途上国と先進国それぞ

れの人口問題に関心を持ち，課

題に対する取り組みにも関心

が高まっている。 

b: 発展途上国と先進国がそれ

ぞれ抱える人口問題の違いに

気づき，その背景をそれぞれ考

察している。 

c: 人口爆発，少子高齢化など

の諸問題を，人口に関する諸統

計から正確に読み取っている。 

d: 発展途上国が抱える人口爆

発の要因とそれによって生じ

る社会問題，先進国が抱える少

子高齢化の社会的背景とそれ

によって生じる諸問題ととも

に，それぞれの問題解決に向け

た取り組みを理解している。 

授業発問 

課題提出 

小テスト 

定期考査 

後
期 

人
口
・
都
市
・
村
落 

居住・都市問題 ○ ○   a: 発展途上国と先進国それぞ

れの居住・都市問題に関心を持

ち，課題に対する取り組みにも

関心が高まっている。 

b: 発展途上国と先進国がそれ

ぞれ抱える居住・都市問題の違

いに気づき，その背景をそれぞ

れ考察している。 

c: 発展途上国と先進国がそれ

ぞれ抱える居住・都市問題の現

状とその背景を，諸資料や写真

などから読み取っている。 

d: 居住・都市問題について，

その社会的背景や改善へ向け

た取り組みについて理解して

いる。 

授業発問 

課題提出 

小テスト 

定期考査 

後
期 

生
活
文
化
・
民
族
・
宗
教 

 

生活文化 ○ ○   a: 生活文化の差異に関心が高

まっている 

b: 生活文化について，自然環

境との関係を考察している。 

c: 写真や諸統計から，世界各

地の生活文化の特徴をそれぞ

れ読み取っている。 

d: 生活文化の地域性とその差

異について，自然環境との関係

から理解している。 

授業発問 

課題提出 

小テスト 

定期考査 



後
期 

生
活
文
化
・
民
族
・
宗
教 

 

民族・言語・宗教   ○ ○ a: 言語・宗教文化の多様性と

その分布について関心が高ま

っている。 

b: 言語・宗教文化の多様性と

その分布の背景について考察

している。 

c: 言語および宗教が生活と結

びついている様子を示す写真

資料などから，文化の多様性を

読み取っている。 

d: 民族の定義を踏まえた上

で，言語および宗教の分布を理

解している。 

授業発問 

課題提出 

小テスト 

定期考査 

後
期 

生
活
文
化
・
民
族
・
宗
教 

 

民族問題・言語問題 ○ ○  ○ a: 民族紛争の社会的背景につ

いて関心が高まっている。 

b: 民族紛争の社会的背景を整

理し，共通点および相違点を考

察している。 

c:民族紛争の社会的背景を，各

種資料から明らかにしている。 

d: 民族紛争の社会的背景と問

題点を理解し，多文化共生への

取り組みに関する知識を身に

付けている。 

授業発問 

課題提出 

小テスト 

定期考査 

後
期 

生
活
文
化
・
民
族
・
宗
教 

 

領土問題 ○ ○  ○ a: 領土問題の要因を踏まえ，

その背景に関心を向けている。 

b: 各国の領域や国境線の特性

を比較考察している。 

c: 世界の領土問題の背景を各

種資料から明らかにしている。 

d:領域や国境の概念を踏まえ，

様々な領土問題の存在を理解

している。 

授業発問 

課題提出 

小テスト 

定期考査 

後
期 

現
代
社
会
の
諸
地
域 

地域区分と地誌的な考察方

法 

○  ○  a:地域区分や地誌的な見方に

基づいて，世界の諸地域の特色

に関心を向けている。 

b:地域区分を行うことの意義

や地誌的考察方法の適切な用

い方について考察している。 

c:様々な指標から地域区分を

行い，地誌的な考察方法を用い

て，諸事象を地図化できる。 

d:地域を区分する意義や地誌

的な考察方法を理解している。 

授業発問 

課題提出 

小テスト 

定期考査 



後
期 

現
代
世
界
の
諸
地
域 

中国 ○ ○  ○ a: 経済成長が進む現在の様子

と，それに伴うさまざまな影響

について関心が高まっている。 

b:急速な経済成長が起こった

背景や，現在の経済格差や環境

問題などの諸問題の背景を考

察している。 

c:自然，歴史，経済，社会，文

化に関する諸資料から，中国の

変容および現状の特徴を読み

取っている。 

d: 中国の自然，歴史，経済，

社会，文化の地域的特色や，諸

課題とその対応，世界に広がる

中国の影響力を理解している。 

授業発問 

課題提出 

小テスト 

定期考査 

後
期 

現
代
世
界
の
諸
地
域 

日本と韓国 ○ ○  ○ a: 日韓の自然，産業，文化に

ついて関心が高まっている。 

b: 日韓の自然，産業，文化の

共通点と相違点を表現できる。 

c: 日韓の諸資料について，両

国を比較して読み取っている。 

d: 日韓の自然および文化につ

いての知識を身に付け，両国の

経済，産業，地域構造の変遷と

将来の課題を理解している。 

授業発問 

課題提出 

小テスト 

定期考査 

後
期 

現
代
世
界
の
諸
地
域 

東南アジア ○ ○  ○ a: 東南アジアの自然，文化，

産業の特徴と，政治・経済面で

の結びつきについて関心が高

まっている。 

b: 東南アジアの自然，文化，

産業について，国もしくは地域

ごとの共通点と相違点をそれ

ぞれ整理して表現している。 

c: 東南アジアの自然，文化，

産業，社会の諸資料から，各国

の特徴をそれぞれ読み取って

いる。 

d: 東南アジアの自然および文

化についての知識を身に付け

るとともに，経済，産業，政策

の現在までの変遷と，現在の政

治・経済面での結びつきを理解

している。 

授業発問 

課題提出 

小テスト 

定期考査 



後
期 

現
代
世
界
の
諸
地
域 

インド ○ ○  ○ a: 経済発展を軸として，産業，

農村，社会の変化に関心が高ま

っている。 

b:経済発展の背景にある政策

や産業開発，工業化の進展につ

いて整理し，その結果生じた社

会の変容について因果関係か

ら考察できる。 

c: インドの諸資料から，各地

域の多様性を読み取る。 

d:経済発展の様相を理解する

とともに，産業，農村，社会の

変化に関する知識を身に付け

ている。 

授業発問 

課題提出 

小テスト 

定期考査 

後
期 

現
代
世
界
の
諸
地
域 

西アジア・北アフリカ ○ ○  ○ a: 西アジア・北アフリカの自

然，歴史，文化，産業の特徴に

ついて関心が高まっている。 

b: 西アジア・北アフリカ諸国

の共通点を整理し，民族，宗教，

言語の相違点を考察している。 

c: 西アジア・北アフリカの諸

資料から，各国の特徴を読み取

っている。 

d: 西アジア・北アフリカの形

成過程と現在の課題について

背景を踏まえながら理解する

とともに，資源や民族対立に関

する問題点を理解している。 

授業発問 

課題提出 

小テスト 

定期考査 

後
期 

現
代
世
界
の
諸
地
域 

サハラ以南のアフリカ ○ ○  ○ a: サハラ以南アフリカの特徴

について関心が高まっている。 

b: サハラ以南アフリカ諸国の

産業の共通点，経済・社会問題，

民族問題の現状について考察

している。 

c: サハラ以南アフリカの諸資

料から，各国の特徴や問題点を

それぞれ読み取っている。 

d: サハラ以南アフリカの自然

環境や文化の特色および成り

立ちを知り，経済構造の特徴や

民族対立の問題点と結びつけ

て理解している。 

授業発問 

課題提出 

小テスト 

定期考査 



後
期 

現
代
世
界
の
諸
地
域 

ヨーロッパ ○ ○  ○ a: ＥＵの統合の歴史，民族・

宗教の多様性，各国の産業の特

徴，ＥＵが抱える諸課題に関心

が高まっている。 

b:統合が進むＥＵの共通点を

整理するとともに，ＥＵ内部の

地域差にも着目し，その背景を

考察している。 

c: ＥＵに関する諸資料から，

ＥＵの特徴および各国の多様

性を読み取っている。 

d: 統合と拡大が進むＥＵの民

族，歴史，産業，国際関係をＥ

Ｕ全体の視点と国ごとの視点

の両方から理解している。 

授業発問 

課題提出 

小テスト 

定期考査 

後
期 

現
代
世
界
の
諸
地
域 

ロシアとその周辺諸国 ○ ○  ○ a: ロシアと周辺諸国の自然と

民族の多様性および経済，社

会，産業の特徴に関心が高まっ

ている。 

b: ロシアと周辺諸国の経済・

社会や人口，人々の生活の変化

を，市場経済への移行と関連づ

けて考察している。 

c: ロシアと周辺諸国の諸資料

から，現状の特徴および多様性

を読み取っている。 

d: ロシアと周辺諸国の自然と

民族の多様性および経済，社

会，産業の特徴を理解し，ロシ

アにおける市場経済への移行

に伴う変化とその問題点につ

いての知識を身に付けている。 

授業発問 

課題提出 

小テスト 

定期考査 

後
期 

現
代
世
界
の
諸
地
域 

北アメリカ ○ ○  ○ a: 北アメリカの自然，農業，

歴史，民族，工業，社会につい

て関心が高まっている。 

b: 北アメリカを様々な指標で

地域区分して，地域の特徴を他

地域と比較している。 

c: 北アメリカの諸地域の特徴

を諸資料から読み取っている。 

d: 北アメリカの自然環境と農

業地帯との関係や，産業や社会

の変容過程を理解している。 

授業発問 

課題提出 

小テスト 

定期考査 



後
期 

現
代
世
界
の
諸
地
域 

中央・南アメリカ ○ ○  ○ a: 中央・南アメリカの自然環

境について関心が高まるとと

もに，文化や民族の分布および

産業の特徴を歴史と関連づけ

て捉えようとしている。 

b: 中央・南アメリカの自然，

文化，民族，産業について，国

もしくは地域ごとの共通点と

相違点をそれぞれ整理して表

現している。 

c: 中央・南アメリカの自然，

文化，民族，産業について，国

もしくは地域ごとの共通点と

相違点を諸資料から読み取っ

ている。 

d: 中央・南アメリカの自然環

境や，経済発展およびグローバ

ル化に伴う影響と諸課題に関

する知識を身に付けるととも

に，文化および民族の分布や産

業の特徴について歴史的背景

を踏まえながら理解している。 

授業発問 

課題提出 

小テスト 

定期考査 

後
期 

現
代
世
界
の
諸
地
域 

オーストラリアとカナダ ○ ○  ○ a: オーストラリアおよびカナ

ダの先住民，移民，自然環境，

資源，産業，社会，生活，国際

関係における共通点と相違点

に関心が高まっている。 

b: オーストラリアとカナダの

特徴について，両国の歴史と関

連づけて考察している。 

c: オーストラリアおよびカナ

ダの諸資料から，両国の共通点

と相違点を読み取っている。 

d: 多文化社会を形成している

オーストラリアとカナダにつ

いて，移民，自然環境，資源，

産業，社会，生活，国際関係の

特徴を理解している。 

授業発問 

課題提出 

小テスト 

定期考査 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能     d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 


